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IPBパテントスコア
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IPBパテントスコア①

テキスト
分析

当該特許から経過情報、書
誌情報を抽出、数値化

比較対象特許群である技術
分野別母集団についても同
じく処理

当該特許と技術分野別母集
団の相対比較から当該特許
に定量評価値（⇒パテントス
コア）を算出

技術分野別母集団
特許経過情報

当該特許
経過情報

技術分野別母集団
特許明細書

当該
特許明細書
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審査経過情報を中心としたアクションを精査
アクションが多いほど注目されている
あまり起こされない（希少価値のある）アクションを
　　有する程注目度アップ

３者の視点による多面的評価（⇒客観的評価）
出願人(第一者)：優先権、不服審判…
審査官(第二者)：審査(引用)、審理…
競合他社(第三者)：異議申立、閲覧…

技術分野別評価
技術(IPC)分野による出願頻度、登録難易度等を補正
同IPC特許を比較対象特許群として偏差値導出

　　
出願年別評価

古い特許ほど経過情報が付与される傾向を緩和
特許制度の変更による評価値の変化の緩和
流行、廃りの影響を緩和

書誌情報は補助的に使用

IPBパテントスコア②
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スコアは偏差値化して算出
スコアの全体分布は概ね正規分布
スコアに応じて12段階のレイティング

※　正規分布による参考値

レイティング スコア 出現率※

　A+++ １０５以上 　０．０００００２ ％

　A++ ９５～１０５ 　０．０００３ ％

　A+ ８５～９５ 　０．０２３ ％

　A ７５～８５ 　０．６ ％

　A- ６５～７５ 　６．０６ ％

　B+ ５５～６５ ２４．１７ ％

　B ４５～５５ ３８．２９ ％

　B- ３５～４５ ２４．１７ ％

　C+ ２５～３５ 　６．０６ ％

　C １５～２５ 　０．６ ％

　C- ５～１５ 　０．０２３ ％

　C-- ５未満 　０．０００３ ％
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 レイティング別(スコア10刻み)分布
 正規分布

パテントスコア 全3065514件 有効特許スコア分布

B
2006年10月26日までの情報より作成

IPBパテントスコア③
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出願番号があれば
評価可能※１

技術分野は特に
問わない※２

※１　1986年以降出願の日本国特許に対して評価可能
※２　他の出願が殆どない特殊な技術分野を除く

平成１９年度の主な発明賞受賞特許の評価結果

IPBパテントスコア④



©株式会社アイ・ピー・ビー9

電気機器・精密機器
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総合電機Ａ社　　平均パテントスコア=54.8

精密機器Ｂ社　　平均パテントスコア=57.2

精密機器Ｃ社　　平均パテントスコア=58.9

家電Ｄ社　　　　　平均パテントスコア=54.8

※2006年10月26日までに発効の公報情報に基づく
※1994年以降の登録特許

主な注目ポイント
・分布のピーク位置
・分布の幅（広がり方）
・高スコア（65～）の件数
　など

企業別スコア分布の比較

IPBパテントスコア⑤
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特許資産の規模※1ランキング ≫ ≫ ≫
（全業種）

特許資産の規模 増加※2ランキング ≫ ≫
（全業種）

企業が保有する有効特許を資産としてとらえ、その量的側面（規模）から企業ごとのスコアを算出し、
ランキング。特許件数だけでは見えなかった、企業の「特許力」を浮き彫りにする。

※算出基準日…当期：2006年12月末（前期：2005年12月末）を基準としてIPBパテントスコアを算出
※集計対象…電子化以降の公報のうち、当期：1994～2005年に登録された特許（前期：1994～2004年に登録された特許）

【※2 特許資産の規模 増加】
企業の特許資産規模の前年比増加分を表す。

【※1  特許資産の規模】
IPBパテントスコアにより、有効特許1件ごとのスコアを算出。さらにスコアの高
低が明確になるように重み付けを行い、その特許の残存期間を乗じる。こうし
て算出された有効特許1件ごとの値の合算値が、その企業のスコアになる。

IPBパテントスコア⑥




